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・
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主
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内
容
◆

・
全
国
大
会
で
快
挙
！
五
小
金
管
バ
ン
ド
部
　
　
②

・
公
共
下
水
道
・
浄
化
槽
で
住
み
よ
い
環
境
を
　
　
④
⑤

・
定
額
給
付
金
の
支
給
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
販
売
　
　
　
　
　
　
　
⑨

・
自
衛
官
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

・
郷
土
探
訪
「
對
馬
勇
作
・
い
し
夫
妻
の
生
涯
」
　
　
⑫

・
全
国
大
会
で
快
挙
！
五
小
金
管
バ
ン
ド
部
　
　
②

・
公
共
下
水
道
・
浄
化
槽
で
住
み
よ
い
環
境
を
　
　
④
⑤

・
定
額
給
付
金
の
支
給
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
販
売
　
　
　
　
　
　
　
⑨

・
自
衛
官
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

・
郷
土
探
訪
「
對
馬
勇
作
・
い
し
夫
妻
の
生
涯
」
　
　
⑫

関
連

記
事

３
ペ

ー
ジ



w

大
空
に
羽
ば
た
け
!!

津
幡
君
ら
６
人
に
木
村
秀
政
賞

　
２
月
に
横
浜
市
で
行
わ
れ
た
「
第

八
回
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン
ス
テ

ー
ジ
全
国
大
会
」
で
、
五
戸
小
学

校
金
管
バ
ン
ド
が
講
評
者
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
初
出
場
で
の
受
賞
に
児
童
や
父

母
ら
は
喜
び
に
沸
い
て
い
ま
す
。

　
３
〜
６
年
生
30
人
で
編
成
し
た

五
戸
小
金
管
バ
ン
ド
は
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
の
ア
ニ
メ
映
画
「
美
女
と
野

獣
」
の
曲
で
息
の
合
っ
た
演
奏
・

演
技
を
披
露
し
、
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
役
場
を
訪
れ
た
同
部

の
三
浦
里
奈
部
長
は
「
大
舞
台
で

緊
張
し
た
け
れ
ど
、
指
揮
を
ち
ゃ

ん
と
見
て
仲
間
を
信
じ
て
頑
張
っ

た
。
す
ご
く
う
れ
し
い
」
と
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　
五
戸
町
消
防
団
（
川
h
七
保
団

長
）
の
初
午
行
事
が
３
月
１
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
早
朝
、
倉
石
地
区
で
行
わ
れ
た

火
災
防
御
訓
練
は
「
地
震
に
よ
り

消
火
栓
な
ど
が
使
え
な
い
状
況
で

の
集
会
所
の
火
災
」と
い
う
想
定
。

団
員
ら
が
機
敏
な
動
作
で
次
々
と

ホ
ー
ス
を
連
結
。
五
戸
川
か
ら
水

を
吸
い
上
げ
、
ポ
ン
プ
車
十
数
台

を
中
継
し
て
標
的
に
放
水
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
中
心
街
に
場
所
を
移

し
て
三
浦
正
名
町
長
に
よ
る
観
閲

を
受
け
、
勇
壮
な
ま
と
い
振
り
や

消
防
車
両
30
台
、
団
員
５
０
０
人

に
よ
る
力
強
い
分
列
行
進
を
披
露

し
士
気
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
町
図
書
館
敷
地
内
で
行

わ
れ
た
式
典
で
は
、
川
h
団
長
と

三
浦
町
長
が
訓
示
。
永
年
勤
続
退

団
者
や
功
労
者
ら
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

●
一
般
火
災
協
力
者
感
謝
状

川
村
　
一
広
　
　
川
崎
　
寛
子

西
舘
　
正
範
　
　
菊
田
　
勇
悦

三
浦
　
和
也
　
　
小
渡
か
ず
え

●
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

・
勤
続
30
年
以
上
　

　
松
坂
　
　
孝
　
　
木
村
　
豊
作

・
勤
続
25
年
以
上

　
角
濱
　
　
稔
　
　
佐
々
木
和
弘

・
勤
続
20
年
以
上

　
北
村
　
直
博
　
　
相
内
　
秀
富

　
類
家
　
正
一
　
　
太
田
賢
一
郎

　
種
市
　
一
夫
　
　
中
村
　
良
範

　
佐
々
木
幸
一
　
　
橘
　
　
義
男

　
橘
　
　
一
雄

●
分
団
競
技
会
表
彰

（
最
優
秀
分
団
）

　
第
７
分
団
　
　
　
第
12
分
団

　
第
18
分
団
　
　
　
倉
石
３
分
団

●
ラ
ッ
パ
隊
功
労
者
表
彰

　
小
笠
原
加
奈
子
　
青
木
沙
由
理

  

　
こ
の
ほ
ど
、
平
成
20
年
度
木
村

秀
政
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
、
五

戸
、
川
内
、
倉
石
中
学
校
お
よ
び

五
戸
高
等
学
校
の
生
徒
６
人
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
町
名
誉
町
民
の
故
木
村
秀

政
博
士（
元
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

は
、
戦
後
初
の
国
産
旅
客
機
Ｙ

Ｓ
―

11
誕
生
に
貢
献
し
、
日
本
航

空
界
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
ま
し

た
。
当
町
の
教
育
振
興
に
も
尽
力

し
、
そ
の
人
柄
に
よ
っ
て
多
く
の

人
々
に
親
し
ま
れ
た
。

　
同
賞
は
、
木
村
博
士
の
「
夢
の

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
精
神
」

を
永
遠
に
生
か
そ
う
と
昭
和
62
年

に
創
立
さ
れ
、
学
業
優
秀
で
模
範

的
な
生
徒
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成２０年度木村秀政賞受賞者（敬称略）

舘　向　裕　也
（倉石中３年）

　　橋　亮　太
（五戸高３年）

山　岸　夏　海
（五戸高３年）

津　幡　聖　平
（五戸中３年）

中川原　慧　美
（五戸中３年）

中　野　朱紀也
（川内中３年）

つ ばた しょう へいなかがわ ら え　   　みなか　     の じゅ  き　や

たて むかい ゆう やたか はし りょう たやま ぎし なつ み

は
つ
う
ま

堂々の行進で火消しの心意気を披露する団員

賞状とトロフィーを三浦町長に披露

団
員
ら
５
０
０
人 

士
気
高
め
る

五
戸
町
消
防
団
初
午

五
戸
町
消
防
団
初
午

全
国
大
会
で
快
挙
！！

全
国
大
会
で
快
挙
！！

五
戸
小
金
管
バ
ン
ド
部
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客でにぎわうホーカー（屋台）。研修生は英語で食事を
注文する。㊨フルーツ屋台

シンガポール名物のチキン
ライス

チャイナタウンの様子

シンガポールで見かけた
インド系の子どもたち

ホーカー（屋台）で友人と夕食を
楽しむ研修生たち。シンガポール
人はあまり自炊せずホーカーを
利用する。

井上ランゲージスクール
生徒との交流会の様子

イスラム教のモスク寺院
を見学

研修日程・主な内容
１日目　シンガポール到着
２日目　戦争に関する講話�      
３日目　マレーシアのデサル

地区小学校で日本伝
統遊び、マレーシア
の遊びを通して交流。

４日目　歴史博物館、昆虫館
等見学�      

５日目　日本語学校生徒の案
内で班ごとに市内研
修。ホーカー（屋台）
での食事、地下鉄な
どを体験

６日目　企業訪問（現地の経
済学習）�      

７日目　日本帰国� 

「思い出に残った
　　　シンガポールの人々」
川内中学校　２年　類家　亜美

　「シンガポールってどういう所
だろう？」私のシンガポールの旅
はそこから始まりました。私はも
ともと海外には興味があったし、
日本という小さな島国を出て、広
い世界にはどういう人たちが生活
しているのかを知りたかったので、
今回の海外派遣研修に参加するこ
とを決めました。�
�
　そして、長い空の旅を終え、い
よいよシンガポールに着きました。
チャンギ空港の中だけでもたくさ
んの人種の人が集まっていて、私
はいつもと違う風景に、少し戸惑
いを感じてしまいました。�
�
　何日かシンガポールを回り、シ
ンガポールの環境に慣れてきたこ
ろ、この研修のメインイベントで
ある、井上ランゲージスクールの
生徒との交流会の一環で市内自主
研修をしました。思っていたより
もずっと大人の人たちで、初めは
きちんとコミュニケーションがで
きるかどうか心配でした。ですが、
私たちをいろんな場所に連れて行
ってくれたランゲージスクールの
人たちは、私のぎこちない英会話
にも対応してくれたし、私の分か
らない英語は、辞書などを使って
一生懸命日本語に訳してくれまし
た。�
　�
　私はこんな優しい人たちを見て、
自然と会話が繰り出せるようになっ
ていきました。�
　店の店員さんや道行く人、井上
ランゲージスクールの人たちだけ
ではなく、シンガポールにいた多
くの人は、見ず知らずにもかかわ
らず、私たちに親切に接してくれ
ました。

　初の海外旅行は、このたくさん
の人のおかげでとても有意義な時
間を過ごすことができました。今
回の研修は、私の考えを大きく変
えるものでした。それはいずれ将
来にもかかわることだと思います。
私はこの経験を生かし、これから
たくさんのことにチャレンジして
みようと思います。

自主研修プログラム、異文化体験、現地小学生との交流

五戸町中学生海外派遣研修事業

シンガポール　　　  マレーシア体験レポート

シリーズ　№２

　町の海外派遣研修事業で五戸町の中学生１８人
が１月７日から７日間の日程でシンガポール・
マレーシアを訪問しました。２月号から３回
シリーズで中学生のレポートを紹介しています。

これからシンガポールの井上ランゲージスクール（日本語学校）生徒と一緒に市内研修します。



対　象　地　区 参照
字下大町、舘、堀合 図１

図２

図３

図４

図５

字観音堂
字中道十文字、新田窪、
二階平下タ、鍜冶屋窪

字上菖蒲川、菖蒲川下平、
菖蒲川下谷地、菖蒲川前谷地、
中菖蒲川、菖蒲川後

字神明川原、御兵糧、中平、
外ノ沢

r

凡
　
例

下水道供用
開始区域・
受益者負担
金賦課区域

　
五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
20
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

 

受
益
者
と
は

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 
受
益
者
負
担
金
と
は

　
下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
利
用
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と

い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
方
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
方
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
方
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　
負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な
く
、
土

地
の
面
積
１
㎡
当
た
り

４
０
０
円
を
乗
じ
て
算

出
し
ま
す
。
賦
課
は
そ

の
土
地
に
対
し
て
一
度

限
り
で
す
。
５
年
に
分

割
し
、
さ
ら
に
１
年
を

２
期
に
分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
内
の

家
庭
・
事
業
所
な
ど
に
は
、

台
所
や
浴
室
、
洗
濯
な

ど
の
汚
水
を
直
接
公
共

下
水
道
へ
流
す
た
め
の

排
水
設
備
を
１
年
以
内

に
設
置
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
さ
ら
に
ト
イ
レ

は
３
年
以
内
に
公
共
下

水
道
に
接
続
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
こ
の
排
水
設
備
工
事

は
町
が
指
定
し
た
「
指

定
工
事
店
」
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

５
ペ
ー
ジ
の
指
定
工
事

店
一
覧
表
を
参
考
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

公共下水道・浄化槽で住みよい環境を ●

　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れ

の大きな原因になっています。町では、生活排水対策に積極的に参加し

てもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。
問　役場建設課　‡６２－２１１１

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

下
水
道
へ
の
接
続

図５図１

図２
図４

図３ 御兵糧

中　平

外ノ沢

新田窪

神明川原

菖蒲川下平
菖蒲川後

菖蒲川下谷地

菖蒲川前谷地

中道十文字

二階平下タ

中菖蒲川

鍜冶屋窪

上菖蒲川

下大町
舘

観音堂

堀　合
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工
事
着
工
前
に

へ
必
ず
届
け
出
が
必
要
で
す

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知※

設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⑥
銀
行
口
座
振
込

③
実
績
報
告
書
の
提
出

④
補
助
金
確
定
通
知

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

建
築
確
認
申
請
を
伴
う
場
合
は
役
場
建
設
課
、

そ
の
ほ
か
の
場
合
は
青
森
県
環
境
保
健
セ
ン

タ
ー
八
戸
環
境
管
理
事
務
所
　

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

浄
化
槽
設
置
の
届
出

補

助

金

申

請

工

事

の

着

工

工

事

の

完

了

補

助

金

請

求

補

助

金

交

付

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
済
み
区
域

を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

　
一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

　
浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
申
請
の
受
付
期
間

　
平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平
成
22
年
１
月
31
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽

工
事
業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
役
場

建
設
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

五
戸
町

㈲
カ
ネ
タ
ケ

㈱
川
村
土
木

㈲
北
組

㈲
小
泉
商
会

佐
々
木
建
設
㈲

㈱
沢
田
建
設

㈱
東
北
産
業

3
鳥
金
商
店

㈱
新
井
山
建
設

㈲
日
興
防
水

㈲
野
村
組

村
越
住
設

㈱
山
耕

ル
イ
ケ
設
備

㈲
類
家
建
設

62 

― 

５
２
２
５

㈱
大
山
建
工

68 

― 

３
３
５
３

㈱
大
西
工
務
店

62 

― 

３
４
５
４

㈱
大
西
組

62 

― 

２
２
６
１

オ
ー
タ

62 

― 

５
０
３
３

㈱
大
久
保
建
設

62 

― 

５
０
７
６

62 

― 

２
５
４
３

62 

― 

２
０
６
６

67 

― 

２
２
２
２

68 

― 

２
２
８
９

68 

― 

３
１
１
１

61 

― 

１
１
０
０

62 
― 

２
１
７
１

68 
― 
３
０
０
０

62 
― 
３
０
７
１

61 

― 

０
２
８
２

62 

― 

４
４
９
８

62 

― 

５
１
０
１

68 

― 

２
３
３
４

68 

― 

２
２
３
１

八
戸
市

㈱
葵
工
業

青
葉
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈲

㈲
赤
坂
シ
ス
テ
ム

ア
ク
ア
設
備
㈱

㈱
朝
日
設
備

㈲
栄
清
工
業

㈲
オ
ト
キ
タ
設
備

坂
本
建
設
工
業
㈱

㈱
三
久
工
業

㈲
三
貞
　
八
戸
支
店

㈲
城
下
住
設

㈲
信
和
住
設

㈱
清
掃
セ
ン
タ
ー

㈲
創
水
舎

㈲
平
商
会
　
八
戸
支
店

西
浦
水
道
建
設
工
業
㈱

㈲
日
建
設
備

㈲
八
戸
水
洗
サ
ー
ビ
ス

㈲
八
戸
水
道
工
業
所

㈲
日
計
設
備

㈲
北
桜
水
道
建
設

㈱
ホ
ー
ム
ク
リ
エ

㈱
壬
生
設
備

㈱
若
本
設
備
工
業

そ
の
他
の
市
町
村

石
亀
燃
料
㈱

㈲
漆
戸
工
務
店

㈱
上
坂
水
道
工
業

㈲
県
南
設
備
工
業

㈱
南
部
シ
ス
テ
ム

㈲
浪
岡
設
備
工
業
所

中
水
設
備
工
業
㈲

東
復
建
設
㈱

桜
田
設
備
工
業
㈱

㈲
三
共
設
備
工
業

㈲
サ
ン
セ
ツ
工
業

白
浜
水
道
㈱

㈲
田
中
水
道
工
業
所

東
北
水
道
設
備
工
業
㈱

十
和
田
営
業
所

十
和
田
水
道
設
備
㈱

㈲
西
舘
設
備
工
業

㈲
日
研
設
備

㈱
松
本
工
務
店

㈱
三
浦
設
備
工
業

㈱
宮
本
農
機

㈱
村
下
建
設
工
業

㈲
村
中
水
道
設
備

㈲
吉
田
設
備

22 

― 

５
１
６
７

45 

― 

８
８
８
９

43 

― 

５
１
５
５

44 

― 

６
０
６
５

31 

― 

２
８
８
０

82 

― 

２
１
０
６

41 

― 

２
３
８
２

71 

― 

８
６
６
８

96 

― 

４
８
８
１

㈱
三
興
水
道
サ
ー
ビ
ス

32 

― 

１
３
７
０

㈲
八
戸
管
工
業

43 

― 

３
９
４
８

０
１
７
９ 

― 

22 

― 

２
２
１
８

78 

― 

３
１
３
３

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

１
２
０
５

０
１
７
６ 

― 

22 

― 

６
２
０
４

28 

― 

８
０
４
０

43 

― 

３
０
２
４

96 

― 

５
４
１
４

㈲
豊
水
興
業

44 

― 

６
９
５
４

43 

― 

２
３
５
３

匠
住
設

73 

― 

８
５
３
５

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

３
８
８
９

小
坂
建
設
工
業
㈱

78 

― 

３
３
２
２

０
１
７
６ 

― 

56 

― 

５
３
０
７

０
１
７
９ 

― 

22 

― 

３
１
４
１

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

７
１
６
４

０
１
７
６ 

― 

53 

― 

５
９
５
３

０
１
７
６ 
― 
23 

― 

１
０
４
２

０
１
７
６ 

― 
23 
― 
０
０
０
２

０
１
７
６ 

― 

57 

― 
４
３
５
５

０
１
７
６ 

― 

55 

― 

４
７
５
２

76 

― 

２
６
２
３

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

５
３
９
８

75 

― 

１
０
２
４

78 

― 

３
３
１
１

０
１
７
６ 

― 

72 

― 

２
６
５
２

三
興
電
気
工
業
㈱

０
１
７
５ 

― 

64 

― 

６
８
３
１

㈲
松
本
水
道

０
１
７
５ 

― 

52 

― 

２
３
７
５

山
樹
産
業
㈱

０
１
７ 

― 

７
７
７ 

― 

９
３
３
３

㈲
十
和
田
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

０
４
２
４

０
１
７
６ 

― 

55 

― 

２
５
１
６

52 

― 

２
６
８
８

43 

― 

４
７
２
６

27 

― 

４
２
５
５

72 

― 

１
５
０
０

28 

― 

９
２
７
５

73 

― 

１
７
５
０

35 

― 

４
８
３
０

71 

― 

２
５
０
０

27 

― 

６
３
３
３

23 

― 

５
０
２
３

46 

― 

０
１
５
０

46 

― 

１
６
２
６

43 

― 

１
８
２
９

22 

― 

９
９
４
４

30 

― 

１
０
９
２

役 場 建 設 課

公共下水道・浄化槽で住みよい環境を ●

　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れ

の大きな原因になっています。町では、生活排水対策に積極的に参加し

てもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。
問　役場建設課　‡６２－２１１１

住

宅

延

べ

面

積

人
槽
区
分

補
助
上
限
額

１
３
０
㎡
未
満

５
人
槽
相
当

18
万
６
千
円

１
３
０
㎡
以
上

７
人
槽
相
当

21
万
９
千
円

台
所
お
よ
び
浴
室
が
２
か
所
以
上（
２
世
帯
）

10
人
槽
相
当

27
万
６
千
円

五戸町下水道排水設備指定工事店一覧表
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【お支払い方法】

年金から保険料をお支払いする人（特別徴収）

問い合わせ先　　役場住民課　国保班　　‡６２－２１１１　（内線１１５～１１７）

H21年４月 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 H22年１月 ２ ３

４月 ６月

１期 ２期 ３期 ４期

８月 10月 12月 ２月

仮 微 収 本 微 収

年金からお支払い
する場合
　（特別徴収）

納付書や口座振替で
お支払いする場合
　（普通徴収）

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

子
夫
婦
と
作
付
け
語
ら
う
春
こ
た
つ

剪
定
も
果
樹
と
の
会
話
大
切
に

淋
し
さ
に
仰
ぎ
見
し
夜
月
の
友

立
春
と
わ
名
の
み
老
い
の
身
冬
最
中

〈
短
歌
〉

消
防
隊
忍
者
の
如
し
早
業
に

寒
さ
忘
れ
て
皆
見
入
る
な
り

厳
寒
を
耐
え
て
芽
を
出
し
福
寿
草

お
変
わ
り
な
い
か
と
吾
に
ほ
ほ
え
む

裸
木
の
小
枝
の
間
を
す
り
抜
け
て

根
元
の
雪
に
春
の
日
そ
そ
ぐ

久
し
ぶ
り
に
賀
状
の
親
友
に
電
話
す
る

互
い
に
相
手
を
看
る
身
に
な
り
て

お
い
ら
せ
町
に
住
む
友
に
吾
の
症
状
を

電
話
で
話
せ
ば
い
ろ
い
ろ
教
え

親
も
な
く
一
人
身
長
き
青
年
が

妻
を
め
と
り
て
あ
い
さ
つ
に
来
る

　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
上
市
川
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　　

若
松
　
忠
雄
　（
下
大
町
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

は
だ
か  

ぎ

せ
ん 

て
い

あ
い

と　

 

も

ひ

と

り　

 

み

上
市
川

中
　
区

中
　
道

十
文
字

〇平成21年度後期高齢者医療保険料の納め方は一人ひとり異なります。
　保険料の納め方は２種類に分かれています。平成２１年２月に年金から保険料が差し引かれた人や、

年金額（年額）が要件等を満たしている場合は、年金から保険料が差し引かれます（特別徴収）。それ以外
の場合は、お住まいの市町村から送られてくる納付書や口座振替によって個別に納めます（普通徴収）。

　年６回の年金の定期払いの際に、年金の受給額から保険料があらかじめ差し引かれます。なお、仮徴収
額は、前年度２月の徴収額と同額が年金から差し引かれます。また、新たに仮徴収（特別徴収）が開始さ
れる人へは、４月上旬に特別徴収開始通知書を送付いたしますので、徴収額をご確認ください。

納付書や口座振替により納付する人（普通徴収）

　年４回の納期日までに、お住まいの市町村より送付されてくる納付書などで個別に納めます。また、
口座振替によりお支払いする人は、年４回の納期日に振替口座より徴収額を引き落としいたします。

後 期 高 齢 者 医 療 制 度後 期 高 齢 者 医 療 制 度後 期 高 齢 者 医 療 制 度シリーズ 第８回（長寿医療制度）
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※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示

　
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
4
月
）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

143

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

科
　
長

副
院
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

岡
本
　
一
雄

田
口
　
　
順

副
医
長

濱
舘
　
貴
徳

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

荒
木
　
孝
明

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

袴
田
真
理
子

木
谷
　
　
令

（
東
北
大
学
）

　火
曜
日

　金
曜
日

　第
２
・
４
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

（
医
療
技
術
局
長
）

非
常
勤

（
岩
手
医
科
大
学
）

毎
週
土
曜
日
（
完
全
予
約
制
）

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

●２月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

13,768
（13,993）
12,743

（13,064）
44,610

（45,836）
30,980

（28,723）

12,347
（12,435）
12,197

（12,198）

13,464
（13,225）

14,787
（15,958）

17,228
（17,487）

12,064
（13,202）

11,460
（11,863）
12, 20

（12, 20）
12,327

（12,341）
16,476

（10,057）
12,166

（12,161）

12,426
（12,440）
12,336

（12,175）
14,277

（14,485）
12,537

（12,818）

12,710
（12,715）
12,360

（12,050）
16,625

（16,844）
12,350

（12,070）

11,557
（11,888）
11,646

（12,836）
19,970

（20,797）
15,970

（17,332）

11,732
（12,748）
12,270

（12,569）
18,188

（18,116）
13,685

（15,105）

皮膚科
12,189

（12,216）
12,350

（12,070）
12,519

（12,473）
12,350

（12,070）

1 8,884
（119,913）
114,119

（115,083）
104,680

（112,053）
146,766

（148,566）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11695
（11615）

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 20

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１

認知症サポーターとは？①認知症サポーターとは？①認知症サポーターとは？①

認知症は誰にでも起こりうる病気です。いつ、自分や家族が認知症にならないとも限りません。認知症
になっても、安心して暮らせる地域をつくるために「あなた」にもできることがあります。それは、
認知症を理解し認知症の人やその家族を温かく見守る応援者「認知症サポーター」になることです。

　厚生労働省では「認知症を知り地域をつくるキャンペーン」の一環として、「認知症サポー
ター100万人キャラバン」を実施しています。認知症の人と家族への応援者である認知症サポー
ターを全国で100万人養成し、認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを目標にしており、
五戸町もその事務局となっています。

　認知症に関する正しい知識と理解を身に付け
た人のことです。特別になにかの活動を要求さ
れるわけではありませんが、認知症サポーター
が、日常生活の中で認知症の人と出会ったとき
に、その人の尊厳を損なうことなく、適切な対
応をすることが、認知症の人と認知症の人を介
護する家族の支えになります。

例えば・・・町でお年寄りに道を聞かれたとき、普通
のお年寄りと同じような案内をすると認知症の人は
混乱することがあります。また、同居している家族
の方が認知症になったときに、認知症が病気である
ことを理解していれば、お年寄りの心を傷つけない
対応をすることができ、早めに医師の診療を受けて
病気の進行を遅らせることが可能な場合もあります。

認知症サポーターとは

※｢認知症サポーターになるためには｣｢認知症サポーター養成講座の内容」等に関しては広報４月号に掲載します。
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◆五戸町では、住民の皆さまへの生活支援および地域活性化対策を目的として、「定額給付金」
を支給します。申請書は３月下旬に順次、全世帯に郵送しますので記入の上、必要書類（世
帯主の通帳の写し、および世帯主本人を確認できる書類の写し）とともに同封の返信用封筒
に入れて返送、または下記の申請書受付場所に提出してください。

◎対 象 者　平成21年２月１日時点で五戸町に住所を有している方
◎支 給 額　１人当たり１万２千円（昭和19年２月２日以前および平成２年
　　　　　　　　２月２日以降に出生した方は２万円）。原則世帯主へ支給
◎申請受付期間　３月26日（木）から９月28日（月）まで

◆多子世帯の幼児教育期の子育ての負担に配慮する観点から、対象となる世帯に「子育て応援
特別手当」を支給します。平成20年度の緊急措置です。

◎対象者は　平成21年２月１日時点で、生年月日が平成２年４月２日生～平成17年４月１日生
　　　　　　に該当している児童が２人以上で、第２子以降が平成14年４月２日生～平成17年
　　　　　　４月１日生に該当する児童に支給されます。

　　　　　例　　　　　氏　名　　続柄　　生年月日　　手当額　　　備　考
　　　　　　一人目　　一　郎　　  子　　Ｈ.02.04.08　　　　　　　第１子
　　　　　　二人目　　二　郎　　  子　　Ｈ.13.01.01　　　　　　　第２子以降
　　　　　　三人目　　三　郎　　  子　　Ｈ.15.03.01　  36,000円　   第２子以降

　　　　　　　　　　　　子育て応援特別手当額合計  　36,000円

◎受取方法　世帯主からの申請により対象となる子ども１人当たり３万６千円を支給します。
対象となる子どもが属する世帯の世帯主に支給します。子どもの保護者とは限り
ません。

◎申請受付期間　３月26日（木）から９月28日（月）まで

※申請書は３月下旬に支給対象と思われる世帯主に郵送しますので、必ず申請してください。
※子育て応援特別手当の対象者は、定額給付金の申請と同時にしましょう。
※申請の際にご本人の確認、振込口座番号等を確認させていただきます。

申請書受付場所　役場企画振興課、川内支所、浅田支所、倉石支所
問 い 合 わ せ 先　役場企画振興課　ＴＥＬ62－2111

申請書受付場所　役場福祉課（４月１日以降は福祉保健課）、川内支所、浅田支所、倉石支所
問 い 合 わ せ 先　役場福祉課（福祉保健課）　ＴＥＬ62－2111

定 額 給 付 金 の 支 給 開 始 の お 知 ら せ

子育て応援特別手当の支給開始のお知らせ
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チラシを配布する防犯婦人部員ら

賞状を手にして笑顔の梅田さん 虫送りのお囃子（はやし）演奏の様子

ひな壇飾りの前で記念撮影に臨む親子

“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　　まちの皆さんが主役（モデル）です！

防犯指導隊らが街頭活動

　五戸警察署と防犯指
導隊、防犯婦人部など
の防犯関係団体はこの
ほど、町内の金融機関
前で街頭活動を行いま
した。メンバーは利用
者にチラシを配布。振
り込め詐欺に遭わない
よう呼び掛けました。

絵本の読み聞かせ講座

　このほど、町子育
て支援実行委員会主
催の｢地域子育て学習
会｣が行われました。
講師の秋田敏博氏は
｢父親も一緒に絵本を
読むことで親子の時
間を豊かにできる｣と
述べました。

県知事表彰に梅田さん

　このほど、梅田信子さ
んが県知事表彰を受賞し
ました。町食生活改善推
進員会「五戸長栄会」の
メンバーとして長年、減
塩食などの普及に取り組
み、地域住民の生活習慣
病予防や母子の健康づく
りなどに寄与した功績が
認められたものです。

豊間内コミュニティまつり

　このほど、豊間内
地区コミュニティ実
行委員会はコミュニ
ティまつりを開催し
ま し た 。 住 民 ら は

「五戸電鉄の歌」、
消防団寸劇など多彩
な演目を披露し交流
を深めました。

振り込め詐欺に注意!!　街頭キャンペーン 絵本でゆたかな親子の時間　「地域子育て学習会」

青森県健康づくり事業功労者として県知事表彰を受賞 虫送りお囃子、五戸電鉄の歌など　多彩な芸能で幅広い年代が交流

街頭犯罪ゼロ３６６日達成

　五戸地区防犯協会と五
戸署はこのほど、街頭犯
罪の発生を１年間抑えた
功労をたたえ、同協会の
蛯川支部（川村國芳支部
長）と西越支部（細野幸
雄支部長）を表彰しまし
た。同功労での表彰は県
内では初めてです。

子育てメイトのひな祭り

　このほど、五戸町
子育てメイト連絡協
議会（金澤和子会長）
主催のひな祭り会が
行われました。参加
した親子ら約七十人
は、歌や小物作りな
どで楽しいひととき
を過ごしました。

五戸地区防犯協会　蛯川支部、西越支部を表彰 就学・入園前の親子が集い、ひな祭り楽しむ

◆今回の定額給付金および子育て応援特別手
当の給付を装った「振り込め詐欺」や「個
人情報の詐取」等には十分ご注意ください。
被害に遭わないためにも、下記の点にご留
意ください。

◎定額給付金および子育て応援特別手当の
給付において、直接ＡＴＭの操作をお願い
することは絶対にありません。

◎役場から住民の皆様に連絡する際には、
役場の担当者は、申請書に記載された番号
を明示いたします。

◎不審な電話・訪問があった場合は、役場
企画振興課もしくは最寄りの警察署に連絡
くださるようお願いいたします。

◆五戸町商工会では、定額給付金の支給に合わせ地域
経済の活性化、消費拡大を図るため、10％のプレミ
アム（特典）を付けた「共通商品券」を販売します。

◎販売開始日　４月21日（火）　午前10時～
　　　　　　　※土・日・祭日を除く
◎販　売　所　五戸町商工会、五戸町商工会新郷支所
◎臨時販売所　４月22日、23日のみ
　　　　　　　佐々木呉服店（上市川）、
　　　　　　　倉石コミュニティセンター（倉石）
◎商品券価格　500円券22枚綴り（11,000円分）を
　　　　　　　10,000円で販売します。一人５セットまで。
◎使用有効期限　平成21年９月30日（水）まで

振り込め詐欺に注意!! プレミアム付き商品券販売のお知らせ

千円お得千円お得

フォト

チラシを配布する防犯婦人部員ら 親父読み聞かせグループの秋田さん○

賞状を手にして笑顔の梅田さん 虫送りのお囃子（はやし）演奏の様子

表彰を受ける川村支部長○と細野支部長 ひな壇飾りの前で記念撮影に臨む親子中

左

問い合わせ先 役場企画振興課　TEL６２－２１１１
　　　　　　 五 戸 警 察 署　TEL６２－３２４１

問い合わせ先　五 戸 町 商 工 会　TEL６２－３１５１
　　　　　　　五戸町商工会新郷支所　TEL７８－２１１４



問い合わせ先　役場住民課　国保班　ＴＥＬ ６２－２１１１　内線１１５～１１７

車いすを贈った五戸小ＪＲＣ委員会の皆さん

知っとこ！　みんなの国保『“70 ～ 74 歳の方へ”』〈前期高齢者〉

!0

　自己負担割合の据え置きについて

　現在、医療機関での窓口負担が１割の方は、平成21年４月から２割（現役並みの所得者は３割の

まま）に変更となる予定でしたが、凍結措置の延長により、平成22年３月まで１割（現役並みの所

得者は３割のまま）に据え置かれることになりました。すでに２割で交付済みの方には、３月下旬

に１割の受給者証を送付します。

※　ただし８月に、前年の所得をもとに新年度の負担割合が変更される場合があります。

●70歳になったら
・国民健康保険に加入している70歳以上75歳未満の方が医療を受けたときは、

１割（平成22年４月から２割になります。）の自己負担になります。

（ただし、現役並みの所得がある方は３割になります。）

・新たに「高齢受給者証」が交付されますので、医療を受けるときは忘れずに保険証と一緒に

提示してください。

*70歳の誕生日の翌月から、医療の受け方が変わります。ただし、月の初日が誕生日の方はその月
から変わります。

　　例
　　　　　８月１日に生まれた方・・・・・８月１日から開始

　　　　　８月２日～末日に生まれた方・・９月１日から開始

*自己負担割合はどうやって決まるか？

医療を受けたときの自己負担割合は、所得に応じて決まります。忘れずに所得の申告をしましょう。

●75歳未満で一定の障がいがある場合には
・一定の障がいがある方で広域連合の認定を受けた65歳以上の方は、後期高齢者医療制度

（長寿医療制度）で医療を受けることができます。

・医療を受けたときは、１割の自己負担になります。（ただし、現役並みの所得がある方は３割

になります。）
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収
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、
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え
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取
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ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
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プ

「
プ
ル
タ
ブ
の
会
」（
三
浦
ゑ
み
代

表
）が
３
月
６
日
、
五
戸
総
合
病

院
に
車
い
す
３
台
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
回
収
に
協
力
し
た

五
戸
小
学
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Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会
が
同

病
院
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訪
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、
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佳
委
員
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ら
５
、
６
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人
が
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名
院

長
に
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す
を
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
の
車
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病
院
玄
関
や
病

棟
に
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置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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を
寄
贈

車
い
す
３
台
を
寄
贈
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●
募
集
種
目

　
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

●
受
験
資
格

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
28
歳
未
満
の
大
学
院
修
士
（
技

術
幹
部
候
補
生
は
理
学
・
工
学

修
士
）学
位
取
得（
見
込
み
）者

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
大
卒

　（
見
込
み
）者

●
受
付
期
間

　
平
成
21
年
４
月
１
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
５
月
12
日（
火
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
21
年
５
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
17
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
八
戸
地
域
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
川
村
菊
之
蔵
℡
62 

│ 

２
７
９
１

　
中
川
原
良
治
℡
62 

│ 

４
３
０
１

　
小
泉
　
昌
明
℡
62 

│ 

５
４
９
１

　
橋
向
　
党
子
℡
77 

│ 

３
１
５
１

　
古
川
　
　
茂
℡
77 

│ 

３
１
７
０

　
川
h
　
孝
光
℡
68 

│ 

２
５
５
６

　

　
平
成
21
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
日
時

　
平
成
21
年
４
月
１
日（
水
）か
ら

　
６
月
１
日（
月
）ま
で
の
平
日

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

●
縦
覧
で
き
る
方

・
納
税
義
務
者

・
納
税
管
理
者（
印
鑑
が
必
要
）

・
代
理
人（
印
鑑
、委
任
状
が
必
要
）

●
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１

　
内
線
１
２
６
・
１
２
７

　
町
立
小
渡
平
公
園
の
利
用
申
し

込
み
先
が
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
公
園
内
の
キ
ャ
ン
プ

場
、
行
商
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
公
園
の
一
部
を
独
占
使
用
す

る
場
合
に
は
、
指
定
管
理
者
の
北

都
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
㈱
に
利
用
申
し

込
み
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
倉
石
支
所

に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
一
般
の
利
用
者
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
利
用

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
役
場
倉
石
支
所

　
℡
62 

│ 

７
９
６
８（
直
通
）

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

を
各
家
庭
・
事
業
所
へ
配
達
し
ま

す
。
そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
は
配

達
員
へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
で
は
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か

ら
新
し
い
電
話
帳
を
作
る
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
配
達
員
に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ

な
か
っ
た
場
合
、
後
日
改
め
て
伺

い
ま
す
の
で
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
（
配
達
す
る
電
話
帳
や
冊

数
の
変
更
も
左
記
へ
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　
7
０
１
２
０ 

│ 

５
０
６ 

│ 

３
０
９

　
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
平
成
21
年
度
新
規
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
体
験
入
会
も
随

時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
種
目

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

野
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

陸
上
競
技

●
問
い
合
わ
せ
先

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
7
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62 

│ 

２
３
０
１

　
　
62 

│ 

２
３
６
５

　
　http://w

w
w

.gonohe-sports-

　
　club.com

　｢

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法｣

が
平

成
21
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
こ
の
日
以
降
に
引
き
渡
す

新
築
住
宅
に
は
、
請
負
人
や
売
り

主
に
保
険
加
入
か
保
証
金
の
供
託

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
住
宅
を
購
入
す
る
際
に
は
、
そ

の
住
宅
が
き
ち
ん
と
保
険
や
供
託

の
措
置
を
と
ら
れ
て
い
る
か
忘
れ

ず
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
℡
62 

│ 

２
１
１
１

・
大
字
切
谷
内
字
長
屋
86 

│ 

83

　
　
　
　
　  

畑
　
２
、２
９
２
㎡

・
大
字
切
谷
内
字
長
屋
86 

│ 

１
１
６

　
　
　
　
　  

畑
　
２
、３
０
３
㎡

※
買
い
手
に
は
農
業
経
営
面
積
な

ど
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
21
年
４
月
20
日（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１

雇
用

自

衛

官

募

集

税
金

土
地
・
家
屋
価
格
等
の
縦
覧

農
業

農
地
の
買
い
手
募
集

お

知
ら
せ

小
渡
平
公
園
の
利
用
申
し
込
み
先

変
更
の
お
知
ら
せ

新
築
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
皆
様
へ

保
険
や
供
託
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

Ｎ
Ｔ
Ｔ
発
行
の
電
話
帳
を

配
達
・
回
収
し
ま
す

五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

情報ステーション

コ
ー
ル

サ
ー
ン
キ
ュ

FAXURL

か
　
し
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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，７００人　（－１６）

　女　１０，４３７人　（－１０）

総人口２０，１３７人　（－２６）

世帯数１６，９６１世帯（±０）

平成21年３月１日現在

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０
３
９
－
１
５
１
３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２
１
－
１

TEL０
１
７
８
－
６
２
－
２
１
１
１
　
FAX０

１
７
８
－
６
２
－
６
３
１
７
　
M
AIL

soum
u＠
tow
n.gonohe.aom

ori.jp　
http://w

w
w
.tow
n.gonohe.aom

ori.jp
広
報

８２歳を迎えた
倉沢いし

大阪府茨木市の真龍
寺にある勇作の碑　■

人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
柳
永
会
新
舞

踊
の
集
い（
若
柳
竹
永
会
主
）

か
ら
10
万
円

№170

「
對
馬
勇
作
・
い
し
夫
妻
の
生
涯
」

　
弘
前
藩
士
の
息
子
が
五
戸
に
住

む
斗
南
藩
小
参
事
の
息
女
を
奥
方

に
し
た
。
そ
の
若
者
の
維
新
直
後

の
歩
み
が
不
明
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
。

　
明
治
三
年
、
会
津
藩
士
と
そ
の

家
族
約
二
千
六
百
人
が
、
移
住
の

た
め
五
戸
地
方
に
寄
寓
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
格
は
会
津
藩
大
目
付

や
家
老
を
勤
め
た
倉
沢
平
治
右
衛

門
で
あ
る
。

　
一
家
十
二
人
が
北
狐
森
境
の
中

ノ
沢
に
住
み
、
日
新
館
五
戸
分
校

の
教
育
を
地
方
の
青
少
年
に
指
導

し
て
い
た
。

　
ざ
っ
と
百
三
十
年
前
の
出
来
事

で
あ
り
、
一
年
以
上
前
か
ら
調
査

は
続
い
て
い
る
。

　
勇
作
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
神
戸

市
の
医
師
太
田
昭
斌
さ
ん
（
72
）

か
ら
は
「
倉
沢
い
し
は
会
津
藩
家

老
、
倉
沢
平
治
右
衛
門
の
一
人
娘

で
、
幼
少
の
こ
ろ
会
津
藩
の
武
家

物
語
白
虎
隊
の
話
、
落
城
の
折
の

話
な
ど
、
昔
と
っ
た
杵
柄
よ
ろ
し

く
鉢
巻
に
襷
掛
け
、
薙
刀
姿
よ
ろ

し
く
、
座
敷
箒
の
出
立
ち
で
、
身

振
り
手
振
り
で
の
話
を
聞
く
の
が

好
き
だ
っ
た
。

　
小
生
が
六
年
の
時
（
昭
和
二
十

四
年
）
九
十
歳
で
他
界
し
て
お
り
、

今
で
は
全
く
手
掛
か
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
勇
作
・
い
し
夫
妻
の
存
在

を
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
」
と
の
こ

と
。

　
ま
ず
、
五
十
年
前
の
壬
申
戸
籍

の
一
部
を
書
き
写
し
た
町
誌
編
さ

ん
委
員
長
江
渡
益
太
郎
（
文
化
財

審
議
委
員
長
）
は
、
調
査
ノ
ー
ト

を
残
し
て
上
京
し
た
。

　
そ
れ
に
は
五
戸
村
に
寄
寓
し
た

藩
士
の
家
族
と
年
令
が
走
り
書
き

で
残
っ
て
い
た
。

　
故
郷
を
離
れ
息
子
宅
へ
上
京
す

る
た
め
身
軽
に
し
て
の
頼
み
だ
っ

た
ら
し
い
。
家
族
全
員
の
名
は
掲

載
さ
れ
て
い
た
。

士
　
倉
沢
平
治
右
衛
門
48
五
戸
住

　
父
隠
居
　
自
閑
　
78

　
母
　
　
　
と
せ
　
71

　
つ
　
ま
　
よ
ね
　
35

　
養
　
子
　
常
五
郎
47
　
若
松
へ

　
養
　
女
　
す
き
　
24

　
　
〃
　
　
時
尾
　
29

　
長
　
男
　
弥
太
郎
15

　
長
　
女
　
い
し
　
13

　
二
　
男
　
嘉
吉
　
10

　
養
子
妻
　
く
ら
　
27
　
若
松
へ

　
〃
長
男
　
重
吉
　
３
　
　
〃

　
し
か
し
、
勇
作
に
つ
い
て
の
名

は
な
い
。
確
認
の
意
味
か
ら
青
森

県
立
図
書
館
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

勇
作
の
名
は
見
つ
か
ら
な
い
、
と

い
う
返
事
。
一
方
、
浅
虫
郵
便
局

の
沿
革
誌
に
は
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　
勇
作
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇

年
）
三
月
十
三
日
生
、
弘
前
市
鷹

匠
町
、
明
治
三
十
八
年
三
月
二
十

五
日
〜
大
正
十
二
年
一
月
九
日
ま

で
十
七
年
間
、
局
長
を
務
め
同
年

七
月
二
十
六
日
死
亡
・
63
歳
。

　
勇
作
の
葬
儀
は
地
元
の
名
士
故

立
派
な
も
の
だ
っ
た
。
元
津
軽
藩

士
四
人
が
浅
虫
駅
か
ら
自
宅
ま
で

見
え
、
白
の
裃
に
白
の
三
宝
を
捧

げ
て
告
別
式
に
参
列
、
お
香
典
の

表
書
は
〇
萬
両
と
書
い
て
あ
っ
た

の
で
開
封
し
た
ら
、
隣
近
所
の
包

み
と
同
じ
額
だ
っ
た
と
い
う
。

　
勇
作
は
家
系
を
考
え
、
太
田
長

太
郎
六
男
廣
を
養
子
に
迎
え
、
と

よ
と
結
婚
、
悠
が
生
ま
れ
た
が
昭

和
三
年
、
二
十
九
歳
で
廣
は
病
死

し
た
。
家
族
は
路
頭
に
迷
い
、
親

族
会
議
を
開
き
、
い
し
、
悠
の
二

人
は
小
樽
の
娘
が
嫁
ぐ
太
田
稔
宅

に
引
き
取
ら
れ
た
。

　
い
し
は
浅
虫
婦
人
会
長
を
務
め

市
川
房
江
ら
と
交
流
が
あ
り
、
浅

虫
に
も
来
て
い
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
悠
の
勉
強
嫌
い
か
ら
樽

中
二
年
終
了
か
ら
津
軽
藩
菩
提
寺

の
高
野
山
遍
照
尊
院
目
黒
隆
見

住
職
に
頼
み
、
高
野
山
中
学
に
転

校
、
僧
侶
の
修
行
を
し
た
。
（
悠

＝
祥
全
和
尚
と
い
う
）

　
い
し
は
そ
の
後
、
小
樽
市
内
で

娘
た
ち
に
守
ら
れ
乍
昭
和
二
十
四

年
十
一
月
三
十
日
、
九
十
歳
で
生

涯
を
終
え
浅
虫
の
夢
宅
寺
に
眠
る
。

　
そ
の
後
、
祥
全
和
尚
は
大

阪
府
茨
城
市
の
真
龍
寺
に
改

葬
、
青
森
か
ら
墓
石
や
墓
碑

等
を
運
び
ね
ん
ご
ろ
に
守
っ

て
い
る
。

　
勇
作
の
戒
名
は
「
従
七
位
勲
七

等
松
柏
院
殿
三
猿
勇
作
居
士
」

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

き
ね
づ
か

た
す
き

な
ぎ
な
た

き  

ぐ
う

ほ
う
き

じ
ん
し
ん

た
か

ゆ
え

か
み
し
も

ひ
ろ
し

な
が
ら

し
ょ
う



※日程は変更になることがあります。広報・回覧等をよくごらんください。

３期 ４期

３期５期４期

4

8

5

6

7

9

10

11

12

7日

年 　 間 　 行 　 事 　 予 　 定保存版
月 日 行事名 場　所

なし 軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

町

県

民

税

国

民

健

康

保

険

税

介
護
保
険
料

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金

納　　期

全期 １期

２期 １期

１期

１期１期

２期

２期

３期 ３期 ２期

18日

6・7日

13・14日

26日

25日～5月4日

上旬

7月～10月

上旬

11・12日

11日

1～3日

1～3日

20日

3日

4日

10日

17日

未定

4～6日

6日

5日

13～16日

五戸ごみ０運動 町内全域

青森県スポーツ少年団フェスティバル
三戸郡予選大会（軟式野球） 田子町

町民登山

町長杯サッカー大会

ごのへ夏まつり

未定

夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり 小渡平公園

町民ソフトテニス大会 ひばり野公園

下旬～11月上旬 町民歩こう会 未定

五戸町産業と文化まつり 五戸ドームほか

五戸地方農産物品評会 五戸ドーム

21・22・28日
青森県スポーツ少年団フェスティバル
三戸郡予選大会（ミニバスケットボール） 田子町

新春マラソン大会 ひばり野公園

五戸町表彰式・年賀交換会 町立公民館

五戸町成人式 町立公民館

フットベース交流大会 五戸ドーム

1月～3月 町長杯ソフトボール大会 五戸ドーム

町長と地域住民との懇話会 町内各地域

中旬 五戸町スキー教室 八幡平リゾートパノラマスキー場ほか

五戸まつり 中心街

青森県民駅伝競走大会 青森市

27日 町民運動会 ひばり野公園

25日 五戸町戦没者追悼式 町立公民館

五戸地方小・中学校親善相撲大会 五戸小学校相撲場

ひばり野公園

18・19日 東北ブロック・グラウンド・ゴルフ交歓大会 小渡平公園

三戸郡総合体育大会 主会場：南部町

ひばり野公園

1・2・8・9日 青森県民体育大会 主会場：三沢市

東北総合体育大会サッカー競技 ひばり野公園

五戸町消防団初午 五戸小学校ほか

町長杯ソフトバレーボール大会 倉石スポーツセンター

五戸地区消防団連合観閲式 五戸小学校ほか

春季スポーツまつり ひばり野公園ほか

25・26日 北奥羽総合体育大会 ひばり野公園ほか

5月～3月 リフレッシュ健康体操 町立公民館

3

2

1 ７期 ４期

４期 ６期

８期

２期

はつうま



日 記念日等

世界保健デー

行　　事　　等

１

２

３

４

水

５

６

７

８

木

水

木

金

土

火

月

水

木

火

月

日

金

土

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

14：00～15：00 町図書館● お話会

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

17

18

19

20

21

22

23

24

火

月

金

土

日

金

土

日

25

26

27

28

29

30

水

木

火

月

水

木

記念日等日 行　　事　　等

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間�

　４/１～６/１　役場税務課

平成２１年度資産証明書発行開始

　４/１～　 　　役場税務課・各支所

河川美化月間

家庭の日

昭和の日

● 移動図書館巡回日 川内・浅田・倉石地区巡回 9：00～14：00

● ３か月児健康診査（２０年１２月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● ポリオ予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 狂犬病予防注射 豊間内・浅田地区巡回
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 狂犬病予防注射 倉石地区巡回
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 狂犬病予防注射 倉石地区巡回
● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00
● 行政相談 13：30～16：00 町立公民館

● 狂犬病予防注射 切谷内・蛯川地区巡回
　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 町立公民館10：00～12：00

● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00
● 献血※上記参照

　 ６か月児健康相談（２０年８・９月生） 旧地域保健センター12：30～12：50受付
● 行政・人権相談 倉石コミュニティセンター13：30～16：00

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

■９：３０～１１：３０
　ＪＡ八戸　五戸支店
■１３：００～１４：１０
　やまばと寮
■１４：５０～１６：００
　東北三吉工業㈱

４月１４日（火）

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

２００９年

平成２１年
月月４４ ごみのない

きれいなまちづくり

■ 6時30分～
■雨天決行

春の火災予防運動
4/13（月）～4 /19（日）

春の全国交通安全運動
4/6（月）～4 /15（水）

あなたも参加 わたしもやります 交通安全
  １  子どもと高齢者の交通事故防止
  ２  すべての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
  ３  自転車の安全利用の推進
  ４  飲酒運転の根絶

五戸ごみ０運動
4月18日（土）

運
動
の
重
点

「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」
　火災はチョットし
た不注意から発生し
ます。一人ひとりが
関心を持ち、火災の
ない町にしましょ
う。

火災･救急･救助は 119

緊急通報FAX　22-0119

火災情報　22-2111

交通死亡事故
ゼロを目指す日

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

春
の
火
災
予
防
運
動

● 五戸ごみ０運動  6：30～ 町内全域

● 倉石牛焼肉の日 10：00～15：00 夢の森ハイランド

８：00観閲 中央商店街通りほか

● 春季スポーツまつり
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8:30～ひばり野公園（雨天：29日に順延）
● 五戸地区消防団連合観閲式�

● ３歳児健康診査（１７年１２月～１８年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

12：20～12：50受付 総合病院● 麻しん・風しん混合予防接種

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

上市川地区巡回● 狂犬病予防注射

春
の
火
災
予
防
運
動

２
０
０
９
「
こ

ど

も

の

読

書

週

間
」

● 五戸春まつり
１１：００～１５：００　小渡平公園　
（雨天：倉石コミュニティーセンター）

● 春季スポーツまつり（～５月４日）
　  五戸地方親善ゲートボール大会　　8:30～　五戸ドーム
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8:30～ひばり野公園（雨天：29日に順延）

● 春季スポーツまつり
　  五戸地方中学校ソフトテニス大会　8:30～　ひばり野公園
　  五戸地方卓球大会　　　　　　　　8:30～　五戸中学校体育館
　  五戸地方子どもサッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園

● ポリオ予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

なし

なし



日 記念日等

世界保健デー

行　　事　　等

１

２

３

４

水

５

６

７

８

木

水

木

金

土

火

月

水

木

火

月

日

金

土

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

14：00～15：00 町図書館● お話会

● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

17

18

19

20

21

22

23

24

火

月

金

土

日

金

土

日

25

26

27

28

29

30

水

木

火

月

水

木

記念日等日 行　　事　　等

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間�

　４/１～６/１　役場税務課

平成２１年度資産証明書発行開始

　４/１～　 　　役場税務課・各支所

河川美化月間

家庭の日

昭和の日

● 移動図書館巡回日 川内・浅田・倉石地区巡回 9：00～14：00

● ３か月児健康診査（２０年１２月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● ポリオ予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

● 狂犬病予防注射 豊間内・浅田地区巡回
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 狂犬病予防注射 倉石地区巡回
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 町立公民館10：00～12：00
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● 狂犬病予防注射 倉石地区巡回
● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00
● 行政相談 13：30～16：00 町立公民館

● 狂犬病予防注射 切谷内・蛯川地区巡回
　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 町立公民館10：00～12：00

● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00
● 献血※上記参照

　 ６か月児健康相談（２０年８・９月生） 旧地域保健センター12：30～12：50受付
● 行政・人権相談 倉石コミュニティセンター13：30～16：00

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

■９：３０～１１：３０
　ＪＡ八戸　五戸支店
■１３：００～１４：１０
　やまばと寮
■１４：５０～１６：００
　東北三吉工業㈱

４月１４日（火）

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

２００９年

平成２１年
月月４４ ごみのない

きれいなまちづくり

■ 6時30分～
■雨天決行

春の火災予防運動
4/13（月）～4 /19（日）

春の全国交通安全運動
4/6（月）～4 /15（水）

あなたも参加 わたしもやります 交通安全
  １  子どもと高齢者の交通事故防止
  ２  すべての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
  ３  自転車の安全利用の推進
  ４  飲酒運転の根絶

五戸ごみ０運動
4月18日（土）

運
動
の
重
点

「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」
　火災はチョットし
た不注意から発生し
ます。一人ひとりが
関心を持ち、火災の
ない町にしましょ
う。

火災･救急･救助は 119

緊急通報FAX　22-0119

火災情報　22-2111

交通死亡事故
ゼロを目指す日

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

春
の
火
災
予
防
運
動

● 五戸ごみ０運動  6：30～ 町内全域

● 倉石牛焼肉の日 10：00～15：00 夢の森ハイランド

８：00観閲 中央商店街通りほか

● 春季スポーツまつり
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8:30～ひばり野公園（雨天：29日に順延）
● 五戸地区消防団連合観閲式�

● ３歳児健康診査（１７年１２月～１８年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

12：20～12：50受付 総合病院● 麻しん・風しん混合予防接種

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

上市川地区巡回● 狂犬病予防注射

春
の
火
災
予
防
運
動

２
０
０
９
「
こ

ど

も

の

読

書

週

間
」

● 五戸春まつり
１１：００～１５：００　小渡平公園　
（雨天：倉石コミュニティーセンター）

● 春季スポーツまつり（～５月４日）
　  五戸地方親善ゲートボール大会　　8:30～　五戸ドーム
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　8:30～ひばり野公園（雨天：29日に順延）

● 春季スポーツまつり
　  五戸地方中学校ソフトテニス大会　8:30～　ひばり野公園
　  五戸地方卓球大会　　　　　　　　8:30～　五戸中学校体育館
　  五戸地方子どもサッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園

● ポリオ予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

なし

なし



● ＢＣＧ接種

● 三種混合　　　　　　予防接種

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間　４/１～６/１　役場税務課

不正大麻・けし撲滅運動（～６月）

消費者被害防止月間

水防月間

１

２

３

４

５

６

７

８

９

月

火

水

金

月

日

土

木

火

水

木

金

土

金

土

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００９年

平成２１年
５月

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

12：20～12：50受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

町図書館

高齢者交通安全の日

民生委員・
児童委員の日

県民交通安全の日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

母の日

14：00～15：00● お話会

12：20～12：50受付 総合病院ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風

● ３か月児健康診査（２１年１月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

　１０か月児健康相談（２０年６・７月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

 9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日
　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

２
０
０
９
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

● 春季スポーツまつり（～５月４日）
　  五戸町商工会長杯グラウンド・ゴルフ大会　8:30～　小渡平公園

　  三戸郡下中学校ソフトテニス大会　　　　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸うまっこマラソン大会　　　　　　　　8:30～　ひばり野公園
　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　　　8:30～　ひばり野公園

　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　　　9:00～　ひばり野公園

　 五戸地方ミニバスケットボール大会　8:00～　倉石スポーツセンター




